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ジャパンフェアー発表会！（２月２４日）

３月１５日の出発を控え、ジャパンフェアーの準備も大詰めになりました。この日はそれぞれの班で、練習の成果をお互いに発表

しあいました。どの班もきちんと英語で説明してから発表ができて、まとまりのある発表会でした！

折り紙版。ネイティブ 花笠音頭。ネイティブ ソーラン踊り！ 浴衣姿の茶道班。 「だるまさんが転んだ」

の先生相手に教え方の の先生や国際の先生方 ネイティブの先生方と 実際にお茶とお菓子の の実演。川瀬先生が

プレゼン。 も一緒に踊りました。 決めポーズ！ 食べ方の作法をプレゼン！ 鬼になりました。

遊び班は、竹で自作した 空手もキレのある演技！ 書道班は、ネイティブの アニメ班も、カード 浴衣姿でハイポーズ！

「ぽっくり」で競争！ 板割りもお見事！ 先生の名前を漢字に直し ゲームやアニメの

エキサイティング！ て書きました。 紹介をしました。

平成２５年度国際語科米国語学研修団長 川瀬先生から

国際語科１年生のアメリカ研修もいよいよ間近に迫ってきました。日本文化紹介のジャパンフェアーは異文化に触れる機会が中心

となるアメリカ研修の中で、私たち自身の文化を発信するという点で大きな意味を持つアクティビティだと思います。私たち自身が

日本文化をきちんと理解し、その歴史的意味やおもしろさをしっかりと捉え、十分な準備に裏付けられた自信を持った上で発表がで

きれば、多くのアメリカの方々の心に日本と日本人の姿が良い意味で刻まれると確信します。今回の発表会の成功に満足することな

く、また「おもてなし」の心を忘れることなくジャパンフェアー成功に向けてさらに努力していきましょう。頑張りましょう。

ネイティブの先生の高校時代～④モーリス先生（Maurice’s High School Life）
My days in high school were fun and busy at the same time. I played many sports while I was in high school. During the fall, I

played American football. During the winter, I was part of the wrestling team. During the spring, I was a member of the track and

field team. I liked to stay busy. My favorite subject was English and Science. I really didn’ t like math but I passed Math class

anyway. You could say that I was popular in my high school because I made everyone laugh, even my teachers. I thought high

school life was difficult, but adult life is a lot more difficult. I wish I could be back in high school sometimes. My advice to high

school students now would be to work hard but have a good time. You only have one chance to be a high school student, so

don’t waste it! Your education is important, so don’ t have too much fun. LoL

バレンタイン！（２月１４日） ２Ａ女子の力作。 セミナー、ボランティア参加者募集！（詳しくは中野先生へ）

バレンタインのチョコレートです。ラベルは ３月 ２日（日）高校生ボランティアセンター「friends」
隼輝祭２年Ａ組の企画団体のお店「スダーバ 活動発表会

ックス」をモチーフにしたものでした。もち ３月１１日（火）瀬谷ボランティアバス街頭募金

ろんおいしかったです！ ３月３１日（月）第８回神奈川県学生会文化公演（朝鮮

半島にルーツを持つ高校生の文化発表会）

ようこそ先輩！（２月１７日） 岡田真彩先輩（明治学院大学）、森田瑛奈先輩（神田外語大

学）、山崎美穂先輩（青山学院大学）今回はこの３人が、２年生の生徒と大学生活について

じっくりと話してくれました。「周りには勉強する意欲のある人とない人がいて、自分か

ら何もしないと大学生活はすぐ過ぎてしまう（岡田先輩）」「通学に往復４時間以上かかっ

て、授業もびっしり、アルバイトもして…と忙しいけれども交換留学生に選ばれました（森

田先輩）」「第一希望でなかった隼人は最初はいやだったけれども、その中でどう頑張るか

が大事。国際の先生はとても面倒見がよかったので、とても感謝しています（山崎先輩）」

３人の先輩のとても熱のこもったお話に２年生は大感激でした！

ようこそ先輩！（２月１８日） 桑名宏輔先輩（法政大学）、佐藤弘毅先輩（立命館アジア太平洋大学）

大学が春休みになったので、母校である国際を訪れ、２－Ａで話をしてくれました。「目標を決めたら

勉強にも力が入る。一般入試で戦うなら、２年生のこの時期から始めないと間に合わない（桑名先輩）」

「ＡＰＵは大分の田舎にある大学なので、勉強しかすることがない（笑）。寮は中国人が一緒の部屋で、

二人で英語を共通語にして話していたらけっこう上達しました（佐藤先輩）」昨日に引き続き、大学生

活を生の声で聴けるのも、国際ならでは！先輩を目標にして頑張ろう！


